

























1 シュレーダー政権の労働相を務めたWalter Riester がこの年金改革を主導したことからこのよ
うな通称がついた。
2 Wissenschaftlicher Beirat beim Bundesministerium für Wirtschaft（1998）.この委員会を主導し
たのはサプライサイド経済学に立脚するハンス＝ヴェルナー・ジンである。Sinn, H.-W.（1999）
を参照。ジンはシュレーダー政権の「Agenda 2010」策定にも影響を与えた。
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4 Wissenschaftlicher Beirat beim Bundesministerium für Wirtschaft（1998）, Paragraph（44）．た
だし「報告書」は、賦課方式から積立方式へ移行しても基本的に収益率は変わらないという「等
価命題」を支持しているので、通常の積立方式移行論には与しない。














6 Sinn（2007）, p. 239―241.
7 出生率が人口置換水準を下回る少子化現象を理論的に捉える試みが「第2の人口転換論」である。
図1　OECD主要国の期間合計特殊出生率の推移1960―2017年
（資料） OECD（2020）, Fertility rates（indicator）. doi: 10.1787/8272fb01―en（Accessed on 13 January 2020）のデータか
ら筆者作成。



















9 合計特殊出生率（total fertility rate）は、15歳から49歳までの各年齢の女子1人当たりの出生率
を合計したもの。
図2　ドイツの出生数と合計特殊出生率の推移


















（資料） Bundesministerium für Arbeit und SozialesのHPに掲載されたデータ（2019年12月8月23日アクセス）から
筆者作成。



















（資料） Das Bundesinstitut für Bevölkerungsforschung：Allgemeine Geburtenziffer in Deutschland, West-und 




（資料）Statistisches Bundesamt, GENESIS-Online Datenbank 12612―0015のデータから筆者作成。
図6　出生順位別の平均出産年齢の推移　2009―2018
（資料）Statistisches Bundesamt, GENESIS-Online Datenbank 12612―0014のデータから筆者作成。




















（資料） Das Bundesinstitut für Bevölkerungsforschung：Nach Altersgruppen zusammengefasste Geburtenziffern 








（資料） Statistisches Bundesamt, GENESIS-Online Datenbank 12411―0007のデータから筆者作成。
図9　コーホート合計特殊出生率の推移　1930―1974年出生
（資料） Statistisches Bundesamt, GENESIS-Online Datenbank 12612―0013のデータから筆者作成。ただし1970年
から1974年の出生コーホートについては暫定値。






































（資料） Statistisches Bundesamt, GENESIS-Online Datenbank 12612―0008と0012のデータから筆者作成。
図11　女子の5歳階級別無子割合の推移
（資料） Statistisches Bundesamt（2019）, Kinderlosigkeit, Geburten und Familien - Ergebnisse des Mikrozensus 2018の
データから筆者作成。






（資料） Statistisches Bundesamt（2019）, Kinderlosigkeit, Geburten und Familien-Ergebnisse des Mikrozensus 2018の
データから筆者作成。
図12　出生コーホート別・東西ドイツ別の完結無子割合と合計特殊出生率
（資料） Statistisches Bundesamt（2019）, Kinderlosigkeit, Geburten und Familien - Ergebnisse des Mikrozensus 2018と






















（資料） Statistisches Bundesamt（2019）, Kinderlosigkeit, Geburten und Familien-Ergebnisse des Mikrozensus 2018の
データから筆者作成。



























ドイツ国籍 非ドイツ国籍 ドイツ国籍 非ドイツ国籍
1994年―2003年（15歳―24歳） 0.1 0.0 0.1 0.1 0.3
1984年―1993年（25歳―34歳） 0.7 0.5 0.7 0.9 1.1
1974年―1983年（35歳―44歳） 1.5 1.3 1.6 1.8 1.8
1964年―1973年（45歳―54歳） 1.6 1.5 1.7 1.9 2.0
1954年―1963年（55歳―64歳） 1.7 1.6 1.6 2.0 2.1
1943年―1953年（65歳―75歳） 1.7 1.7 2.0 1.9 2.3












（資料） Statistisches Bundesamt, GENESIS-Online Datenbank 12612―0003のデータから筆者作成。
図16　母親のドイツ国籍・外国籍別の期間合計特殊出生率の推移　1991―2018
（資料） Statistisches Bundesamt, GENESIS-Online Datenbank 12612―0010のデータから筆者作成。





















（資料） Bundesinstitut für Bevölkerungsforschung：Altersspezifische Geburtenziffern deutscher und ausländischer 





（資料） SStatistisches Bundesamt（2019）,Bevölkerung mit Migrationshintergrund-
Ergebnisse des Mikrozensus 2018.
図19　国籍別・移民背景有無別・5歳階級別のドイツ人口ピラミッド　2018年
（資料） Statistisches Bundesamt（2019）, Bevölkerung mit Migrationshintergrund-Ergebnisse des Mikrozensus 2018の
データから筆者作成。




階級 0―4 5―9 10―14 15―19 20―24 25―29 30―34 35―39 40―44 45―49 50―54 55―59 60―64
割合％ 40.6 40.0 38.4 33.7 32.4 32.6 33.6 33.8 34.2 26.1 18.7 17.4 17.2
（資料） Statistisches Bundesamt（2019）, Bevölkerung mit Migrationshintergrund – Ergebnisse des Mikrozensus 
2018のデータから筆者作成。
図21　出身国（地域）別の移民背景保有者数
（資料） Statistisches Bundesamt（2019）, Bevölkerung mit Migrationshintergrund-Ergebnisse des Mikrozensus 2018 の
データから筆者作成。
図20　男女別・5歳階級別の移民背景保有者割合　2018年




















（資料） Olga Pötzsch（2018）, S.75のデータから筆者作成。






















出生数、∑49x=15 Bx2018 は2018年の出生数、 fx2016は2016年のx歳女子の出生率、 fx2018は

























































（資料） Statistisches Bundesamt, GENESIS-Online Datenbank 12411―0007と12612―0008のデータから筆者作成。














　コーホート合計特殊出生率の推移を15 ～ 29歳と30 ～ 49歳に分けて示した図10
をみると、たしかに1968年以降ではコーホート合計特殊出生率は逓増傾向にある。

















































20 Sinn（2007）, p. 218.
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